
政策連携団体の変革による
市民サービスの更なる向上について
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１ これまでの検討事項

1

北九州市と外郭団体の関係性の見直し



１ これまでの検討事項

2

関与のあり方と団体個々の経営のあり方



１ これまでの検討事項

3

担当局、団体、財政・変革局による変革



２ 財政・変革局による変革の取組 －団体関与の基準、手法等の検討－

「政策連携団体」に

名称変更

4

市の関与ルールの見直し（指導調整から連携協定へ）

従来の要綱
（外郭団体指導調整要綱）

改正後
（政策連携団体との協働に関する要綱）

管理型の指導調整 市と団体の関係性 公民連携パートナーとして
団体、担当局間で連携協定を締結

― 市と団体の
コミュニケーション

定期的に
意見交換の実施

― 団体相互の
コミュニケーション

団体の常勤役員を構成員とする
連絡会議を開催

市による審査・承認
（外郭団体総合調整員会）

市の関与ルール
（市の方針決定に関わるもの）
・中期計画など

事前報告
※委員会は廃止

市による審査・承認
（外郭団体総合調整員会）

市の関与ルール
（その他）
・団体財源による職員採用

定例報告（年１回）
※委員会は廃止

指導調整機能 制度所管局の役割
（財政・変革局）

団体が抱える課題解決に向けた
相談窓口の設置

「団体指導調整要綱」の改正（令和７年４月１日適用）の主な内容



２ 財政・変革局による変革の取組 －団体関与の基準、手法等の検討－

市政変革推進プランや人財戦略を踏まえた市と政策連携団体の人事交流の考え方

市の関与ルールの見直し（人材面）

今後、政策連携団体が担う役割に
応じた人事交流の在り方を検討する必要最小限の範囲で派遣

これまで 今 後

●「北九州市行財政改革大綱」 において目標とした、人口1万人当たり職員数70人台を達成
●デジタル化や業務改革等を推進することにより、それに応じた効率的な組織・人員体制の構築を
図る

【目指す職員像】
３ 改善意識や経営感覚をもって多様化するニーズにこたえる職員
４ 社会の変化に敏感で、新しいものに挑戦する勇気と行動力を持つ職員
５ 自分自身の成長と組織の成長に、喜びとやりがいを見出せる職員

北九州市政変革推進プラン（令和6年3月）

北九州市人材戦略（令和7年3月）
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２ 財政・変革局による変革の取組 －団体関与の基準、手法等の検討－

事業クラスター 社会経済情勢や市民ニーズの変化に対応した補助金・負担金制度の最適化

【問 題】 【対 応 案】

◆ 補助金等の最適化に関する基準（以下、「最適化基準」

という。）を策定し、全庁的にあり方の検討を実施

◆ 原則、全ての補助金等に効果測定指標を設定

◆ 評価・検証にあたっては、新たに作成する「最適化

チェックシート」を活用

◆ 補助金等に効果測定指標の設定がされておらず、

補助金等の評価・検証が不十分

◆ 補助金等の制度が交付対象者の自主性や自立性

を促すものになっていない

最適化基準に沿って、政策連携団体に対する補助金等のあり方を検討

具体的には、

〇 政策連携団体が担う役割を踏まえ、効果的な事業実施方法への見直し

（市が実施していた事業を政策連携団体の事業として位置付けたものは、委託等から補助金に変更 等）

〇 政策連携団体が自主的かつ戦略的に事業運営ができるように、複数交付されている補助金の統合・整理

〇 補助期間の終期の設定（サンセット方式の導入） 等

事業クラスターの分析内容を踏まえた政策連携団体に対する補助金等の考え方

市の関与ルールの見直し（資金面）
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３ 今後の取組

担当 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 〜 ３月 ４月〜

①団体の役割の再定義・内部方針の決定
　・官団民の役割分担、政策の持続可能性、
　　団体活用の考え方　など

③政策実行に向けた団体の変革案の実施

団体関与の基準、手法等の検討
　・市の関与ルール見直し（指導調整から連携協定へ）

団体関与の基準、手法等の検討
　・市の関与ルール見直し（人材面、資金面など）

②団体の改革案の内部方針の検討

政策連携団体
団体担当局

財政・変革局

内容

実施済み
（今回の会議で報告）

実施中
（今回の会議で考え方を報告）
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変革内容とスケジュール(R7.5時点）

①団体が関連する政策領域について、団体及び担当局において、政策連携団体としての役割の再定義を実施
②再定義した役割や、ヒアリングで明らかになった大小様々な団体個別課題の解決等について、年度内に方針決定
③すぐに取り掛かれるアクションなどから実行。中長期的課題にも早期着手



＜参考資料＞ヒアリングで明らかになった大小様々な団体個別の課題
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課題と要因のグルーピング 参考︓令和７年1月3１日 第６回市政変革会議（Ｘ会議）資料 抜粋



＜参考資料＞ヒアリングで明らかになった大小様々な団体個別の課題
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マネジメント（ヒト）関連 参考︓令和７年1月3１日 第６回市政変革会議（Ｘ会議）資料 抜粋



＜参考資料＞ヒアリングで明らかになった大小様々な団体個別の課題
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マネジメント（ヒト）関連 参考︓令和７年1月3１日 第６回市政変革会議（Ｘ会議）資料 抜粋



＜参考資料＞ヒアリングで明らかになった大小様々な団体個別の課題
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マネジメント（カネ）関連 参考︓令和７年1月3１日 第６回市政変革会議（Ｘ会議）資料 抜粋



＜参考資料＞ヒアリングで明らかになった大小様々な団体個別の課題
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マネジメント（モノ）関連 参考︓令和７年1月3１日 第６回市政変革会議（Ｘ会議）資料 抜粋



＜参考資料＞ヒアリングで明らかになった大小様々な団体個別の課題
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ガバナンス（団体の自律性）関連 参考︓令和７年1月3１日 第６回市政変革会議（Ｘ会議）資料 抜粋



＜参考資料＞ヒアリングで明らかになった大小様々な団体個別の課題
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ガバナンス（市との関係）関連 参考︓令和７年1月3１日 第６回市政変革会議（Ｘ会議）資料 抜粋



＜参考資料＞ヒアリングで明らかになった大小様々な団体個別の課題
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ガバナンス（市との関係）関連 参考︓令和７年1月3１日 第６回市政変革会議（Ｘ会議）資料 抜粋


